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現
在
、
市
で
は
ご
み
の
減
量
に

向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
に
多
く
排
出
さ
れ
る
落
ち
葉

は
、
こ
れ
ま
で
「
燃
や
せ
る
ご
み
」

と
し
て
収
集
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
落
ち
葉
を
実
験
的
に
回
収
す
る

こ
と
で
、
ど
の
く
ら
い
の
減
量
に

繋
が
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
次

の
通
り
実
験
回
収
を
行
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
収
集
期
間
】　

月
１
日
〜　

月

１０

１２

　

市
で
は
、
市
税
滞
納
者
の
財
産

の
差
し
押
さ
え
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。
滞
納
処
分
と
し
て
差

し
押
さ
え
た
不
動
産
は
、
滞
納
市

税
に
充
当
す
る
た
め
、
入
札
に
よ

る
売
却
（
公
売
）
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
不
動
産
公
売
は
、
都
と

合
同
で
行
い
、
近
隣
市
で
あ
る
新

座
市
の
物
件
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

買
い
受
け
を
希
望
す
る
方
は
、

納
税
課
（
市
役
所
２
階
）
へ
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

夜
間
と
休
日
に
納
税
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。
市
民
税
・
都
民

税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
、
市
税
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
仕

事
な
ど
で
平
日
の
相
談
が
困
難
な

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
【
お
願
い
】相
談
を
希
望
す
る
場

合
は
、
事
前
に
来
庁
の
日
時
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い

　

※
介
護
保
険
料
、
保
育
園
保
育

料
、
学
童
保
育
料
は
、
納
付
書
を
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月　

日
（
木
）
は
、
市

１０

３１

民
税
・
都
民
税
第
３
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
４
期
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
４

期
の
納
期
限
で
す
。
最
寄
り

の
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
（
郵
便
局
）
で
お
納
め
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
納
税
課
緯
４
７

０
・
７
７
２
９
へ
。

　

日
（
水
）
電
話
受
け
付
け
分

２５（
実
験
回
収
の
た
め
期
間
限
定
）

　
【
収
集
対
象
】家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
た
落
ち
葉

　
【
収
集
方
法
】従
来
実
施
し
て
い

る
剪
定
枝
と
同
様
、
電
話
（
４
７

３
・
２
１
１
８
）
で
受
け
付
け
ま

す
。「
落
ち
葉
、
○
袋
」
と
お
伝
え

く
だ
さ
い
。
お
お
む
ね
２
日
後
に
、

無
料
で
戸
別
収
集
し
ま
す（
土
曜
・

日
曜
日
は
除
く
）

　
【
ご
注
意
】
陰
家
庭
・
公
園
清
掃

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
か
ら
排
出
さ

れ
る
落
ち
葉
に
限
り
ま
す
隠
家
庭

の
庭
を
、
清
掃
業
者
が
掃
除
し
た

場
合
の
落
ち
葉
は
回
収
で
き
ま
せ

ん
韻
落
ち
葉
の
排
出
の
際
は
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
、
ご
み
や
土
を
混

ぜ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
吋

イ
チ
ョ
ウ
、
ひ
い
ら
ぎ
の
葉
な
ど
、

一
部
回
収
で
き
な
い
落
ち
葉
も
あ

り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い

　

詳
し
く
は
、
ご
み
対
策
課
緯
４

７
３
・
２
１
１
７
へ
。

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

　

年
度
か
らららららららららららららららららららららら
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中
学
校
に
特
別
支
援
学
級
をををををををををををををををををををををを

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
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開
設
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　

な
お
、
自
主
納
付
な
ど
に
よ
り
、

公
売
が
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

平
日
の
夜
間
、
休
日

平
日
の
夜
間
、
休
日
にに

納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
すす

運
転
免
許
取
得
に
要
す
る

　

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

日
中
一
時
支
援
事
業
・

移
動
支
援
事
業
の

利
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

持
参
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
に
、

領
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】納
税
証
明
の
発
行
は

で
き
ま
せ
ん

夜
間
納
税
相
談
窓
口

　
【
日
時
】　

月　

日
（
木
）
の
午

１０

２４

後
８
時
ま
で

休
日
納
税
相
談
窓
口

　
【
日
時
】　

月　

日
（
土
）・　

１０

２６

２７

日
（
日
）、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
火
）
午
後

１０

２９

１
時
〜
２
時

　
【
会
場
】都
庁
第
一
本
庁
舎
４
階

第
２
入
札
室

　
【
公
売
物
件
】
左
表
の
通
り

　

詳
し
く
は
同
課
緯
４
７
０
・
７

７
３
０
へ
。

導
学
級
と
し
て
「
難
聴
学
級
」
を

久
留
米
中
学
校
に
開
設
し
ま
す
。

　
　

年
度
に
、
市
立
中
学
校
に
在

２６
籍
予
定
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
で
、

固
定
学
級
や
通
級
指
導
学
級
の
利

用
に
つ
い
て
、
ご
希
望
・
ご
相
談

の
あ
る
方
は
、
学
務
課
（
市
役
所

６
階
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
同
課
学
事
係
緯
４
７

０
・
７
７
７
９
へ
。

　
【
会
場
】
夜
間
・
休
日
の
い
ず
れ

も
納
税
課
（
市
役
所
２
階
）

　

詳
し
く
は
同
課
緯
４
７
０
・
７

７
３
０
へ
。

に
つ
き
６
０
０
円
で
す
（
非
課
税

世
帯
は
、
そ
の
半
額
を
減
免
し
ま

す
）。

移
動
支
援
事
業

　

移
動
支
援
事
業
は
、
小
学
生
以

上
で
視
覚
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
の
あ
る
、
ま
た
は
両
上
肢

お
よ
び
両
下
肢
に
１
級
程
度
の
障

害
が
あ
り
、
車
い
す
で
の
単
独
移

動
が
困
難
な
方
の
外
出
時
の
移
動

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、

視
覚
障
害
の
方
は
同
行
援
護
が
利

用
で
き
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て

移
動
支
援
事
業
を
併
用
で
き
ま
せ

ん
。

　

ひ
と
月
に
利
用
で
き
る
時
間
は
、

小
学
生
が　

時
間
、
中
学
生
以
上

１０

が　

時
間
で
、
７
月
〜
９
月
の
夏

２０
季
期
間
は
、
小
学
生
〜
高
校
生
の

利
用
時
間
を　

時
間
拡
大
し
て
い

１０

ま
す
。
ま
た　

歳
以
上
の
視
覚
障

２０

害
の
方
は
、
同
行
援
護
を
利
用
で

き
な
い
目
的
に
限
り　

時
間
と
な

３０

り
ま
す
が
、
同
行
援
護
を
利
用
で

き
る
方
は　

時
間
と
な
り
ま
す
。

２０

　

利
用
者
負
担
額
は
、
課
税
世
帯

で　

分
に
つ
き　

円
で
す
が
、
両

３０

８０

上
肢
お
よ
び
両
下
肢
に
１
級
程
度

の
障
害
の
あ
る
中
学
生
以
上
の
方

は
、　

分
に
つ
き
１
５
０
円
と
な

３０

り
ま
す
。
ま
た
非
課
税
世
帯
の
負

担
額
は
無
料
で
す
。

　

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
緯
４
７

０
・
７
７
４
７
へ
。

「
身
体
障
害
者
運
転
能
力

開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　

歳
以
上
の
身
体
障
害
者
で
、

１８
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

方
が
、
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得

し
よ
う
と
す
る
場
合
、「
身
体
障
害

者
運
転
能
力
開
発
訓
練
セ
ン
タ

ー
」
で
運
転
教
習
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
教
習
費
は
無
料
（
検
定
料
な

ど
は
自
己
負
担
）
で
す
。

　

陰
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登

録
し
て
い
る

　

隠
運
転
免
許
試
験
場
の
運
転
適

正
検
査
に
合
格
し
た

　

韻
身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発

訓
練
セ
ン
タ
ー
が
入
所
を
認
め
た

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
自

動
車
の
改
造
費
を
助
成
し
ま
す

　

重
度
身
体
障
害
者
の
社
会
復
帰

の
促
進
を
目
的
に
、
就
労
な
ど
に

伴
い
自
動
車
を
取
得
す
る
場
合
、

そ
の
自
動
車
改
造
に
要
す
る
費
用

を
助
成
し
ま
す
。
次
の
要
件
を
全

て
満
た
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

　

陰
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に

居
住
す
る　

歳
以
上
の
身
体
障
害

１８

者
で
、
上
肢
・
下
肢
ま
た
は
体
幹

機
能
障
害
で
１
級
ま
た
は
２
級
の

手
帳
を
所
持
し
て
い
る

　

隠
自
ら
が
所
有
し
運
転
す
る
自

動
車
の
一
部
を
改
造
す
る
必
要
が

あ
る

　

韻
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務
者
な

ど
の
前
年
の
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ

要
綱
で
定
め
る
所
得
制
限
限
度
額

の
範
囲
内
で
あ
る

　

吋
ほ
か
の
制
度
に
よ
り
、
改
造

に
要
す
る
費
用
の
助
成
を
受
け
て

い
な
い

　

※
助
成
対
象
と
な
る
の
は
、
操

向
装
置
お
よ
び
駆
動
装
置
の
改
造

に
掛
か
る
費
用
の
み
で
、
助
成
額

の
上
限
は　

万
３
９
０
０
円
で
す
。

１３

ま
た
自
動
車
の
改
造
を
行
う
前
に

申
請
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
緯
４
７

０
・
７
７
４
７
へ
。

　
　

月
９
日
（
土
）・　

日
（
日
）

１１

１０

に
開
催
さ
れ
る
、「
市
民
み
ん
な

の
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、
家
庭

で
不
要
と
な
っ
た
小
型
家
電
の

イ
ベ
ン
ト
回
収
（
無
料
）
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
携
帯
電
話
や

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て

市
民
み
ん
な
の
ま
つ
り
の
会
場
で

小
型
家
電
の
イ
ベ
ン
ト
回
収（
無
料
）

を
行
い
ま
す

も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
細
は
次
号
の
広
報
紙
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ご
み
対
策
課
緯

４
７
３
・
２
１
１
７
へ
。

市
税
な
ど
の
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

心
身
障
害
者
の
生
活
圏
の
拡
大

を
目
的
に
、
運
転
免
許
取
得
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。

　

陰
道
路
交
通
法
に
規
定
す
る
適

性
試
験
に
合
格
し
、
身
体
障
害
者

手
帳
３
級
以
上
（
内
部
障
害
４
級

以
上
、
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障

害
は
５
級
以
上
の
障
害
程
度
で
歩

行
が
困
難
な
方
）
お
よ
び
愛
の
手

帳
４
度
以
上

　

隠
道
路
交
通
法
に
規
定
す
る
運

転
免
許
試
験
の
受
験
資
格
を
有
す

る
　

韻
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
、
市

内
に
住
所
を
有
す
る

　

吋
前
年
の
所
得
税
の
年
額
が　
４０

万
円
以
下

　

右
ほ
か
の
制
度
に
よ
り
、
免
許

の
取
得
に
要
す
る
費
用
の
助
成
を

受
け
て
い
な
い

　

助
成
額
は
所
得
税
額
に
よ
っ
て

変
わ
り
、
上
限
は　

万
４
８
０
０

１６

円
で
す
。
ま
た
、
運
転
教
習
開
始

前
の
申
請
が
必
要
で
す
。
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付
加
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か

　

国
民
年
金
に
は
、
老
齢
基
礎

年
金
に
上
乗
せ
し
て
給
付
を
受

け
ら
れ
る
付
加
年
金
が
あ
り
ま

す
。
定
額
保
険
料
（　

年
度
は

２５

１
万
５
０
４
０
円
）
に
４
０
０

円
の
付
加
保
険
料
を
加
え
て
納

付
す
る
と
、
受
給
額
は
「
２
０

０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月

数
」
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を　
１０

カ
月
納
付
す
る
と
、「
２
０
０
円

×　

カ
月
＝
２
０
０
０
円
（
年

１０
額
）」が
付
加
年
金
と
し
て
加
算

さ
れ
ま
す
。
付
加
年
金
の
納
付

は
、
申
し
込
み
を
し
た
月
分
か

ら
と
な
り
ま
す
。

　

付
加
年
金
は
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
（
保
険
料
の
免
除

を
受
け
て
い
る
方
、
お
よ
び
国

民
年
金
基
金
加
入
者
を
除
く
）

の
方
の
み
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。
付
加
年
金
の
み
の
納
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

付
加
年
金
は
、納
付
期
限（
対

象
月
の
翌
月
末
日
）
内
に
納
付

し
な
い
と
、
付
加
保
険
料
の
納

付
を
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
さ

れ
ま
す
。
そ
の
後
も
付
加
年
金

の
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

改
め
て
付
加
保
険
料
納
付
の
申

し
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
納
付
期
限
後
に
支
払
っ

た
付
加
保
険
料
は
払
い
戻
し
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

付
加
年
金
を
希
望
す
る
方
は
、

市
保
険
年
金
課（
市
役
所
１
階
）

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
緯
０
４
２
２
・　

・
１
４
１

５６

１
ま
た
は
市
保
険
年
金
課
緯
４

７
０
・
７
７
３
２
へ
。
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市
で
は
、
特
別
支
援
教
育
に
お

け
る
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備

し
、
子
ど
も
た
ち
が
充
実
し
た
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
現
在
設

置
さ
れ
て
い
る
東
中
学
校
と
中
央

中
学
校
に
加
え
て
、
西
中
学
校
に

「
知
的
障
害
学
級
（
固
定
学
級
）」

を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
通
級
指
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東
京
都
と
合
同
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不
動
産
公
売
を
実
施
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　

現
在
、　

月
以
降
の
日
中
一
時

１０

支
援
と
移
動
支
援
事
業
の
利
用
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

す
で
に
利
用
し
て
い
る
方
に
は
継

続
の
書
類
を
発
送
し
て
い
ま
す
が
、

新
た
に
利
用
を
希
望
す
る
方
は
身

体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
の
手
帳

な
ど
と
認
め
印
を
持
参
の
上
、
障

害
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
者

負
担
額
は
課
税
世

帯
の
場
合
、
住
民

税
の
課
税
状
況
に

よ
っ
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、　

歳
以
上
の
方
は
、
障
害
者

１８

本
人
と
そ
の
配
偶
者
の
み
の
課
税

状
況
に
よ
っ
て
負
担
額
を
決
定
し

ま
す
。

日
中
一
時
支
援
事
業

　

日
中
一
時
支
援
事
業
は
、
障
害

者
・
児
を
日
常
的
に
介
護
し
て
い

る
家
族
が
、
疾
病
、
冠
婚
葬
祭
、

レ
ス
パ
イ
ト
（
一
時
的
な
休
息
）、

就
労
な
ど
の
理
由
で
、
障
害
者
・

児
の
見
守
り
な
ど
の
支
援
が
必
要

と
な
っ
た
と
き
、
一
時
的
に
預
か

り
活
動
の
場
を
提
供
し
、
日
中
活

動
の
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

う
都
型
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
併
せ
、

ひ
と
月
７
日
を
上
限
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

　

利
用
者
負
担
額
は
、
課
税
世
帯

で
１
回
（
８
時
間
以
上
）
の
利
用

心
身
障
害
者
自
動
車
運
転
教
習
助
成
事
業


